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▲大磯港西防波堤遊歩道から臨む初日の出

平成29年
（2017年）

１月
NO.694
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●ノーベル生理学・医学賞受賞おめでとうございます
　大隅良典東京工業大学栄誉教授へ大磯町名誉町民の称号を贈呈
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●町政の発展に尽力　町条例表彰者が決定………………④　
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●大磯一周駅伝大会の開催に伴う交通安全のお願い……⑨　
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お も な 内 容

明けまして
おめでとうございます

新新新
春
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　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
胸
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
卓
話
集
会
を
は
じ
め
、

様
々
な
機
会
を
通
し
て
町
政
へ
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も

農
業
に
お
い
て
は
、
後
継
者
不
足
や

荒
廃
農
地
な
ど
の
改
善
に
向
け
た
農

政
懇
談
会
を
開
催
し
、
農
家
の
方
と

将
来
に
向
け
た
基
礎
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
を
思
い
返
し
ま
す
と
、

熊
本
や
鳥
取
で
の
地
震
な
ど
、
災
害

の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
本
町
が
大
き
な
被
害
を
受
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

安
全
で
安
心
し
た
暮
ら
し
が
い
か
に

重
要
で
あ
る
か
を
改
め
て
認
識
い
た

し
ま
し
た
。

　今
、
町
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減

少
社
会
へ
突
入
す
る
な
か
、
地
域
で

の
つ
な
が
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
つ
な
が
り
を
築
く
た
め
に
は
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
大
き
な

課
題
と
向
き
合
い
、
乗
り
越
え
、
誰

も
が
生
き
生
き
と
し
た
活
力
に
あ
ふ

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
申
年
か
ら
酉
年
に
バ
ト

ン
が
引
き
継
が
れ
、
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　私
に
と
っ
て
昨
年
は
帯
状
疱
疹
に

苦
し
め
ら
れ
た
１
年
で
し
た
。
皆
さ

ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
議
長
の
職

責
を
全
う
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
、
大
磯
町
議
会
は
、

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
や
監
視

機
関
と
し
て
の
役
割
発
揮
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
議
会
運
営
が
評
価
さ
れ
、

県
内
で
初
め
て
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
特
別
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
参
加
さ
れ

た
１
，
７
０
０
人
の
前
で
「
わ
が
町

の
議
会
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」
と

題
し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　こ
の
講
演
後
、
全
国
の
町
村
議
会

か
ら
大
磯
町
議
会
へ
の
視
察
申
込
み

が
殺
到
し
た
ほ
か
、
鳥
取
県
大
山
町

議
会
や
全
国
の
地
方
議
会
議
員
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て

招
か
れ
る
な
ど
、
嬉
し
く
も
多
忙
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　交
流
人
口
の
増
加
と
定
住
人
口
の

安
定
を
目
標
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

「
子
育
て
」「
教
育
」「
健
康
」「
観
光
」の

重
点
施
策
を
進
展
さ
せ
る
べ
く
、
今

年
は
、
新
た
な
認
定
こ
ど
も
園
や
東

部
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
身

体
を
育
て
る
教
育
大
綱
に
基
づ
く
取

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
健
康
施
策
に

お
い
て
は
、
新
た
に
歯
と
口
腔
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
郷
土
資
料
館
、
４

月
に
開
園
す
る
旧
吉
田
茂
邸
等
を
活

用
し
た
歴
史
・
文
化
を
享
受
で
き
る

大
磯
な
ら
で
は
の
観
光
施
策
を
進
め

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
新
た
に
「
防

災
・
減
災
」と「
農
業
」
を
重
点
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　皆
さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
町
政
へ
の

思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
先

頭
に
立
ち
、「
決
断
」
し
、「
実
現
」

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
11
月
に
実
施
し
た
12

回
目
の
議
会
報
告
会
に
は
、
聴
覚
障

が
い
者
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
二
人
の
手
話
通
訳
者
の
ご

協
力
に
よ
り
、
無
事
報
告
会
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
議
員
全

員
が
貴
重
な
経
験
が
出
来
た
と
同
時

に
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　全
国
各
地
の
様
々
な
議
会
活
動
が

報
道
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
大
磯
町
議

会
に
お
い
て
も
、
よ
り
よ
い
政
策
提

言
が
で
き
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
し
、
引
き
続
き
議
会
改
革
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　大
磯
町
で
も
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
が
最
優
先
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
に
対
す
る
議

会
の
役
割
は
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
政
策
に
対
し
、
厳
し
く
適
格
な

判
断
が
議
員
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
様
々

な
調
査
・
研
究
を
行
い
、
資
質
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
よ
り

一
層
自
己
研
鑽
を
す
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
磯
町
長中

　﨑

　久

　雄

大
磯
町
議
会
議
長

吉

　川

　重

　雄



3

　細胞が不要になったタンパク質などを分解する「オートファ

ジー」と呼ばれる仕組みを解明した卓越した成果が認められ、

2016年のノーベル生理学・医学賞を受賞されました。

　この偉大な功績を称え、名誉町民の称号を贈呈します。

　名誉町民称号の伝達式については、日時等が決定しましたら

広報おおいそや町ホームページでお知らせします。

≪略歴≫
福岡県出身。昭和42年に東京大学教養学部基礎科学科を卒業後、分子

細胞生物学などの分野において研究を進める。平成21年より東京工業

大学に研究場所を移したことをきっかけに、同年より大磯町に居住。平

成26年からは東京工業大学栄誉教授として活躍され、数々の栄誉ある

賞を受賞されるなど、輝かしい功績を残されている。

　昭和40年の大磯町・国府町合併10周年を記念し、大磯町では名誉町民条例を制定しました。大磯町にゆかり

があり、町の誇りである方々を紹介します。

問　政策課　☎内線213

国際姉妹都市交流に貢献された名誉町民（５氏）

ご存知ですか？　大磯町名誉町民

ノーベル生理学・医学賞受賞 おめでとうございます
大隅良典 東京工業大学栄誉教授へ大磯町名誉町民の称号を贈呈

（東京工業大学より写真提供）

戦後日本の復興を支えた元首相

吉田　茂（1878〜1967）
（Shigeru Yoshida）　　　　　　

歴史画に大家・文化勲章受章者

安田  靫彦（1884〜1978）
（Yukihiko Yasuda）　　　　　　

今日の大磯町の基礎を築いた元町長

曾根田 恭男（1890〜1970）
（Yasuo Soneda）　　 　　

晩年を大磯で過ごした文豪

島崎  藤村（1872〜1943）
（Touson Shimazaki）　　　　

（写真提供：菊池なつみ氏）

エリザベス・サンダース・ホーム創設者

澤田  美喜（1901〜1980）
（Miki Sawada）　 　

（写真提供：エリザベス・サンダース・ホーム）

戦後の教育・文化制度再建に貢献

高橋 誠一郎（1884〜1982）
（Seiichiro Takahashi）　　　　

P・デイブ・ホール
（当時デイトン市長）

スティーブン・F・オルセン
（当時ラシン市長）

ジェームズ・H・マクギー
（当時デイトン市長）

ウィリアム・S・アンダーソン
（当時デイトン市長）

ハンス・ロバート・スワー
（当時会社役員）
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成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　新
成
人
を
祝
う
「
成
人
式
」
を
開

催
し
ま
す
。
式
典
に
引
き
続
き
、
新

成
人
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
企

画
・
運
営
に
よ
る
「
新
成
人
記
念
の

つ
ど
い
」（
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）も

行
い
ま
す
。
ご
出
席
の
際
は
必
ず
案

内
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　１
月
９
日
（
月
・
祝
）
受

付
12
時
50
分
～（
式
典
13
時
30
分
～
）

※
新
成
人
記
念
の
つ
ど
い
（
13
時
45

分
～
15
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ

　国
府
小
学
校
体
育
館

▼
対
象

　平
成
８
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
平
成

28
年
12
月
１
日
現
在
大
磯
町
に
住
民

票
の
あ
る
方

▼
そ
の
他

　会
場
内
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
に
よ
る
着
く
ず
れ
直
し

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
い
た
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
式
典
を
欠
席
さ

れ
た
方
に
は
、
後
日
記
念
品
を
お
渡

し
し
ま
す
。
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
本
庁
舎
４
階
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
窓
口
ま
で
（
土
日
祝
を
除
く

︻
高
麗
︼

☆
青
木

　富
子

　松
本

　博
美

　遠
藤

　幾
子

︻
東
町
︼

　木
村

　千
津
子

　小
島

　喜
代
子

︻
長
者
町
︼

　扇
谷

　章

　安
池

　幸
子

︻
山
王
町
︼

　坂
田

　る
み
子

☆
加
藤

　朝
子

　佐
藤

　茂
樹

︻
神
明
町
︼

　山
田

　操

︻
北
本
町
︼

☆
二
見

　郁
子

︻
北
下
町
︼

　遠
藤

　聰
太
郎

　眞
間

　芳
雅

︻
南
下
町
︼

☆
坂
本

　保

︻
南
本
町
︼

　土
屋

　隆
夫

︻
茶
屋
町
︼

☆
庄
司

　典
子

　
︻
任
期
︼

　平
成
28
年
12
月
1
日
～
平
成
31
年
11
月
30
日

　
　
　（
敬
称
略
）
☆
は
新
任
の
方

　
　
　
　
　

︻
裡
道
︼

　坂
本

　き
み
え

︻
台
町
︼

　加
藤

　君
代

☆
山
田

　征
子

　小
林

　美
恵

　駿
東

　由
紀
子

　石
﨑

　道
子

︻
西
小
磯
東
︼

　齋
藤

　雅
子

　鈴
木

　孝
善

　藤
田

　季
佐
子

　柳
田

　ま
す
み

︻
西
小
磯
西
︼

　米
山

　絵
美

　岩
田

　隆

︻
中
丸
︼

　浦
田

　福
代

　佐
藤

　昭
男

　大
熊

　孝
宜

☆
石
井

　志
津
代

︻
馬
場
︼

☆
中
越

　絹
江

☆
山
口

　節
子

　安
藤

　憲
和

　佃

　ノ
ブ
子

︻
国
府
新
宿
︼

　野
川

　き
よ
の

☆
戸
塚

　一
昌

　臼
井

　智
子

☆
蔦
谷

　幸
一

☆
小
谷

　憲
和

︻
月
京
︼

☆
浜
田

　澄
子

︻
生
沢
︼

　細
川

　隆

　二
宮

　志
津
子

︻
寺
坂
︼

☆
織
戸

　明

︻
虫
窪
︼

　二
宮

　よ
し
枝

︻
黒
岩
︼

☆
齊
藤

　靖
和

︻
西
久
保
︼

☆
熊
澤

　夕
起
子

︻
石
神
台
︼

　飯
島

　政
行

☆
藤
田

　晋
也

︻
主
任
児
童
委
員
︼

☆
佐
野

　千
代
子

　池
田

　明
美

　平
成
28
年
12
月
１
日
付
で
、
53
名

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
厚
生
労

働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　生
活
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
お

持
ち
の
方
は
お
住
ま
い
の
区
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　各
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
連
絡

先
に
つ
い
て
は
、
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　福
祉
課

　☎
内
線
３
０
３

　大
磯
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
対

す
る
表
彰
が
決
定
し
ま
し
た
。

　多
年
に
わ
た
る
町
政
へ
の
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

問

　政
策
課

　☎
内
線
２
１
３

　
　

町
政
の
発
展
に
尽
力

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん

 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
条
例
表
彰
者
が
決
定

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
・
申

　生
涯
学
習
課

　☎
内
線
３

２
３

簑島　肇
（国府新宿・

元民生委員・児童委員）

国本　哲秀
（東小磯・多額寄附）
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走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
町長がが

63走走走走走る走走走

　新
春
を
迎
え
、
消
防
職
員
、
団
員

の
士
気
高
揚
と
職
務
遂
行
へ
の
決
意

を
新
た
に
、
消
防
出
初
式
を
開
催
し

ま
す
。

　消
防
車
の
放
水
訓
練
や
文
化
財
等

の
搬
出
訓
練
、
消
火
訓
練
な
ど
を
文

化
財
管
理
者
、
消
防
署
・
消
防
団
が

一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
。

　大
切
な
文
化
財
を
守
る
た
め
の
訓

練
の
様
子
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　１
月
23
日
（
月
）

　10
時

～
10
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　楊
谷
寺（
大
磯
９
１
０
）

　荒
天
時
や
警
報
発
令
、
火
災
・
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
中
止
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　当
日
は
、消
防
車
両
部
隊
の
観
閲
、

消
防
業
務
に
係
る
表
彰
及
び
感
謝
状

の
贈
呈
、大
磯
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

国
府
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
消
防
団
員

に
よ
る
演
技
等
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
式
典
終
了
後
に
消
防
車
両

展
示
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き

　１
月
８
日
（
日
）
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　大
磯
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
荒
天
時
中
止
）

※
当
日
８
時
に
消
防
団
員
招
集
の
た

め
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

問

　消
防
総
務
課

　☎
（
61
）
０
９

１
１

問

　消
防
署

　☎
（
61
）
０
９
１
１

生
涯
学
習
課

　☎
内
線
３
２
３

「
大
磯
町
学
生
消
防
団
活
動
認

証
制
度
」
の
お
知
ら
せ

　消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
充
実
強
化
に
向
け
た
取
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
将
来
の
地
域
防
災
を

担
う
若
者
の
消
防
団
へ
の
入
団
促
進

を
図
る
た
め
、
学
生
消
防
団
活
動
認

証
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
と
は

　大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
又
は

専
門
学
校
に
通
学
し
な
が
ら
、
町
の

消
防
団
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
社

会
へ
貢
献
し
た
学
生
消
防
団
員
に
、

そ
の
功
績
を
町
長
が
認
証
し
「
消
防

団
活
動
証
明
書
」
を
交
付
す
る
こ
と

で
就
職
活
動
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

▼
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　学
生
の
方
を
は
じ
め
、
女
性
や
多

く
の
方
々
の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
消
防
団
に
入
団
し
て
、
地
域
を

一
緒
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

問

　消
防
総
務
課

　☎
（
61
）
０
９

１
１

　11
月
19
日
（
土
）
、
大
磯
小
学
校
体
育

館
で
催
さ
れ
た
大
磯
町
こ
ど
も
作
品
展
を

見
学
し
ま
し
た
。

　作
品
展
で
は
、
町
内
の
幼
稚
園
や
認
定

こ
ど
も
園
あ
お
ば
と
の
園
児
た
ち
、
ま
た
、

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
た
ち
が
制
作
し

た
作
品
が
体
育
館
全
体
に
展
示
さ
れ
て
お

り
、
お
子
さ
ん
の
作
品
を
一
目
見
よ
う
と

多
く
の
ご
家
族
の
方
々
が
来
場
し
て
お
り

ま
し
た
。

　作
品
は
力
作
揃
い
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
柔
軟
な
発
想
や
感
性
、
着
眼
点
の
良

さ
が
存
分
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
一
人
ひ

と
り
の
努
力
や
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
作
品
は
、
子

ど
も
た
ち
が
試
行
錯
誤
し
努
力
し
た
成
果

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
多
く
の

方
に
見
て
も
ら
う
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
ま
た
、

創
造
力
を
育
み
成
長
し
て
い
く
過
程
で
大

き
な
財
産
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　こ
の
よ
う
な
機
会
を
子
ど
も
た
ち
が
経

験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
町
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
育
っ
て
い
け
る

よ
う
、
子
育
て
や
教
育
の
充
実
を
図
り
、

環
境
を
整
え
て
行
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

文
化
財
消
防
訓
練
を
実
施

消
防
出
初
式
　
開
催

大
磯
町
こ
ど
も
作
品
展

▲昨年度の様子（鴫立庵）
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　平
成
28
年
分
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
期
間

は
、
２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15

日
（
水
）
で
す
。

　１
月
４
日
（
水
）
か
ら
、
税
務

署
窓
口
に
作
成
済
み
の
所
得
税
の

還
付
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　平
成
28
年
分
か
ら
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
、
ま
た
贈
与
税
の
申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
提
出
の
際
に
は
本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
・
身
元
確
認
書
類
）
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が

必
要
で
す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
１
枚
で
本
人
確
認
が
で
き
ま

す
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。

※
代
理
ま
た
は
郵
送
で
申
告
書
を
提

出
す
る
場
合
も
し
く
は
税
務
署
以

外
で
提
出
す
る
場
合
、
本
人
確
認

書
類
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　税
務
署
内
に
申
告
書
作
成
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
確
定
申
告
の
ご
相
談
は
左
記
期
間
に
ラ
ス
カ

ホ
ー
ル
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間

　２
月
９
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
水
）

※
土
・
日
除
く
。
た
だ
し
、
２
月
19
日
（
日
）、
２

月
26
日
（
日
）
は
開
場
。

︻
相
談
受
付
︼
８
時
30
分
～
16
時

︻
相
談
時
間
︼
９
時
～
17
時

︻
提
出
の
み
︼
８
時
30
分
～
17
時

▼
開
設
場
所

　

　平
塚
駅
ビ
ル
６
Ｆ
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル

　公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
以
外
の
他
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
ま
せ
ん
。

（
所
得
税
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。）

　た
だ
し
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
。

②
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控

除
以
外
の
各
種
控
除
が
あ
る
場
合
。

　国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
印
刷
し
て

書
面
で
提
出
す
る
か
、
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
て
送
信
・
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
申
告
・

納
税
等
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
利
用
に
は
事
前
の
登
録

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp
/

※
町
の
確
定
申
告
受
付
会
場
の
日
程
等
は
広
報
２
月
号
に
掲
載

予
定
で
す
。

問
○
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
　平
塚
税
務
署

　☎
（
22
）
１
４
０
０

作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　☎
０
５
７
０（
01
）５
９
０
１

　
○
町
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　
　税
務
課

　☎
内
線
２
５
３
・
２
５
４

︻
確
定
申
告
書
の
送
付
に
つ
い
て
︼

　平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
は
、
１
月
下
旬
に
発

送
の
予
定
で
す
。

　平
成
27
年
分
以
前
に
確
定
申
告
書
を
パ
ソ
コ
ン

（
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）
で
作
成
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
平
成
28
年
分
も
確
定
申
告
が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
の
送
付
に
代
え

て
、「
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
」
等
に
よ
り
申
告
に
必
要

な
情
報
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

︻
確
定
申
告
書
の
窓
口
配
布
︼

　税
務
署
で
は
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
、
役
場
税
務

課
窓
口
及
び
国
府
支
所
で
は
１
月
27
日
（
金
）
～
３

月
15
日
（
水
）（
土
日
祝
除
く
平
日
開
庁
時
間
）、
確

定
申
告
書
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

︻
申
告
・
納
付
期
限
︼

○
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
及

び
贈
与
税

　３
月
15
日
（
水
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税

　３
月
31
日
（
金
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

申
告
に
関
す
る
相
談
等

年
金
所
得
者
の
申
告
不
要
制
度

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内

申
告
書
の
送
付
・
窓
口
配
布
に
つ
い
て
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振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

～
自
分
は
大
丈
夫
、
だ
ま
さ
れ
な
い

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
警
察
に
通
報

を
！

・
息
子
や
孫
か
ら
、
「
携
帯
電
話
の

番
号
が
変
わ
っ
た
」
、
「
今
日
中

に
お
金
が
必
要
だ
」
と
い
う
連
絡

が
あ
っ
た
。

・
頼
ま
れ
た
振
込
先
の
口
座
名
義
人

は
知
ら
な
い
人
で
あ
る
。

・
会
社
の
人
や
知
り
合
い
が
、「
お

金
を
取
り
に
行
く
」と
言
わ
れ
た
。

・
警
察
官
、
金
融
機
関
等
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
、
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
預
か
り
ま
す
」
と
言
わ

れ
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
心
構
え

・
携
帯
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
と
い

う
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
前
の
番
号

に
確
認
の
電
話
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・
学
校
の
同
窓
会
名
簿
な
ど
を
悪
用

し
、
犯
人
が
息
子
や
孫
の
名
前
を

正
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
息
子
や
孫
か
ら
電
話
が

あ
っ
た
ら
、
家
族
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
合
言
葉
を
決
め
ま

し
ょ
う
。

問

　町
民
課

　☎
内
線
２
３
７

大
磯
警
察
署

　☎
（
72
）
０
１
１
０

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
に

土
地
・
家
屋
及
び
償
却
資
産
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
方
で
、
町
へ
の
申

告
・
届
出
が
さ
れ
て
な
い
場
合
は
、

１
月
31
日
︵
火
︶
ま
で
に
申
告
・
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
土
地
・
家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方○
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
土
地
・

家
屋
の
納
税
義
務
者
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

○
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
の

に
変
更
し
て
い
な
い
場
合

○
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

○
未
登
記
家
屋
を
相
続
・
売
買
等
に

よ
り
取
得
さ
れ
た
場
合

○
家
屋
を
平
成
28
年
中
に
新
築
・
増

築
さ
れ
、
町
の
家
屋
調
査
が
済
ん

で
い
な
い
場
合

○
土
地
や
家
屋
の
使
用
用
途
を
変
更

さ
れ
た
場
合

▼
償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

　１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の
状

況
に
つ
い
て
（
資
産
の
種
類
・
取
得

価
格
・
取
得
時
期
・
耐
用
年
数
等
）、

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
税
務
会
計
に
お
い
て
、
耐
用
年
数

１
年
未
満
ま
た
は
取
得
価
格
が

10
万
円
未
満
の
償
却
資
産
で
、
法

人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
一
時
に

損
金
算
入
さ
れ
た
も
の
（
い
わ
ゆ

る
小
額
償
却
資
産
）

○
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
減
価

償
却
資
産
で
、
事
業
年
度
ご
と
に

一
括
し
て
３
年
間
で
償
却
す
る
場

合
（
い
わ
ゆ
る
一
括
償
却
資
産
）

※
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所

有
し
て
い
る
機
械
・
器
具
・
備
品

な
ど
で
、
他
の
税
（
自
動
車
・
軽

自
動
車
税
等
）
の
対
象
と
な
ら
な

い
有
形
固
定
資
産
を
い
い
ま
す
。

▼
そ
の
他

　耐
震
改
修
し
た
住
宅
の
固
定
資
産

税
の
減
額
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に

伴
う
減
額
、
省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減

額
、
長
期
優
良
住
宅
に
か
か
る
特
例

措
置
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　税
務
課

　☎
内
線
２
５
５
・
２

５
６

お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
さ
れ
ま
す

　６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
で

常
時
紙
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認

め
ら
れ
た
場
合
、
お
む
つ
に
か
か
る

費
用
を
医
療
費
控
除
に
含
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
必
要
な
書
類

　医
療
機
関
が
発
行

す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
と
「
お

む
つ
代
の
領
収
書
」

　な
お
、
前
年
度
に
引
き
続
き
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
要
介
護
認
定
主
治
医
意
見

書
で
尿
失
禁
が
確
認
で
き
る
場
合
、

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ
り
、

町
で
交
付
す
る
「
内
容
確
認
証
明

書
」
で
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　臨時福祉給付金及び障害・遺族年金受

給者向け給付金の対象となる方は期限ま

でに申請をお願いします。

　申請期限後の申請は、給付金が受けれ

なくなりますので、ご注意ください。

　記入方法等がわからない場合は、お問

い合わせください。

問　福祉課　☎内線303

寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
の
発
行

　障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上

の
方
で
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
に
よ

り
障
が
い
者
等
に
準
ず
る
と
認
め
ら

れ
た
方
に
、
「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
確
定
申

告
の
際
に
提
出
す
る
こ
と
で
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　要
介
護
２
以
上

で
要
介
護
認
定
主
治
医
意
見
書
に
よ

り
、
町
が
知
的
障
害
者
及
び
身
体
障

害
者
に
準
ず
る
と
認
め
た
方
（
状
態

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

問

　福
祉
課

　☎
内
線
３
０
２
・
３

１
５
・
３
１
６

確
定
申
告
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

固
定
資
産
税
の

申
告・届
出
は
忘
れ
ず
に

臨時福祉給付金の
申請期限が
迫っています

２月６日（月）までに申請を！
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こ
ん
に
ち
は

　栄
養
士
で
す

正
月
太
り
を
防
ご
う
！

　ク
リ
ス
マ
ス
に
忘
年
会
、
お
正
月

の
ご
ち
そ
う
に
新
年
会
・
・
・
食
べ

て
は
飲
ん
で
、
飲
ん
で
は
食
べ
て
、

楽
し
く
過
ご
し
た
後
に
「
あ
れ
？
な

ん
だ
か
ウ
エ
ス
ト
が
キ
ツ
イ
な
あ
」

と
体
重
計
に
乗
っ
て
び
っ
く
り
！
な

ん
て
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　年
末
年
始
は
食
べ
過
ぎ
た
り
、
飲

み
過
ぎ
た
り
す
る
機
会
が
多
く
、
体

を
動
か
す
機
会
は
少
な
く
な
り
が
ち

で
、
体
重
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
食
生
活
で
気
を
つ
け
る

こ
と

●
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
る
の
は
や
め
る

　お
正
月
は
い
つ
も
よ
り
時
間
が

あ
っ
た
り
、
目
の
前
に
食
べ
物
が

あ
っ
た
り
と
、
お
腹
が
す
い
て
い
な

い
の
に
つ
い
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
お
餅
を
食
べ
過
ぎ
な
い

　お
雑
煮
や
お
汁
粉
、
焼
き
餅
な
ど
、

お
正
月
料
理
に
お
餅
は
つ
き
も
の
で

す
。
と
て
も
お
い
し
い
の
で
す
が
、

切
り
餅
二
つ
と
ご
飯
一
膳
は
同
じ
く

ら
い
の
カ
ロ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

●
お
せ
ち
料
理
は
種
類
に
注
意

　お
せ
ち
料
理
は
年
神
様
へ
お
供
え

す
る
料
理
で
あ
り
、
ま
た
、
家
族
の

幸
せ
を
願
う
縁
起
物
で
も
あ
り
、
日

本
の
大
切
な
食
文
化
の
一
つ
で
す
。

た
だ
し
、
保
存
性
を
高
め
た
料
理
の

た
め
、
黒
豆
や
栗
き
ん
と
ん
、
伊
達

巻
な
ど
、
砂
糖
を
た
く
さ
ん
使
っ
た

り
、
数
の
子
、
昆
布
巻
き
な
ど
の
塩

分
の
高
い
料
理
が
多
い
も
の
で
す
。

お
せ
ち
料
理
は
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ

た
か
わ
か
ら
ず
、
気
付
い
た
ら
食
べ

過
ぎ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
良
く
あ

り
ま
す
。

●
な
る
べ
く
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す

　年
末
年
始
は
ダ
ラ
ダ
ラ
と
過
ご
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
で
き
る
だ
け

い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
、
体
を
動
か
す

機
会
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
見
つ
け
て
出
か
け
て

み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　正
月
太
り
を
防
ぐ
気
持
ち
を
持
ち

つ
つ
、
せ
っ
か
く
の
年
末
年
始
を
楽

し
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　年
末
年
始
は
家
族
や
お
友
達
、
地

域
の
人
な
ど
と
一
緒
に
食
事
を
す
る

「
共
食
」
の
機
会
も
増
え
、
楽
し
く

て
い
つ
も
よ
り
お
い
し
く
感
じ
る
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　お
い
し
く
、
楽
し
く
食
べ
る
、
で

も
食
べ
過
ぎ
な
い
。
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
と
新
し

い
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
ね
。

問

　ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　小
宮
山

　
　
　
　
　
　
　
　☎
内
線
３
１
９

　特
定
不
妊
治
療
費
、
不
育
症
治
療

費
の
助
成
を
し
ま
す
。

︻
特
定
不
妊
治
療
の
助
成
︼

▼
対
象

　体
外
受
精
・
顕
微
授
精（
混

合
診
療
除
く
）

▼
助
成
対
象
者

　町
内
に
在
住
し
、

平
成
28
年
度
に
神
奈
川
県
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
費
の
交
付
決
定
を

受
け
た
方
（
夫
婦
合
算
の
前
年
所

得
（
１
～
５
月
ま
で
の
申
請
は
、

前
々
年
の
所
得
）
の
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
の
方
）

▼
申
請
期
限

　３
月
31
日
（
金
）

▼
助
成
額

　上
限
10
万
円

︻
不
育
治
療
費
の
助
成
︼

▼
対
象

　不
育
症
専
門
の
医
療
機
関

に
よ
る
治
療（
混
合
診
療
を
除
く
）

▼
助
成
対
象
者

　町
内
に
在
住
し
、

平
成
28
年
度
に
指
定
医
療
機
関
に

て
不
育
症
の
治
療
を
完
了
し
た
方
。

（
夫
婦
合
算
の
前
年
所
得
（
１
～

５
月
ま
で
の
申
請
は
、
前
々
年
の

所
得
）
の
合
計
額
が
７
３
０
万
円

未
満
の
方
）

▼
申
請
期
限

　３
月
31
日
（
金
）

　

▼
助
成
額

　上
限
10
万
円

問

　ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　☎
内
線

３
０
８

　平
成
29
年
４
月
に
町
立
小
・
中
学

校
及
び
町
立
幼
稚
園
へ
入
学（
入
園
）

さ
れ
る
方
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　小
・
中
学
校
は
、
12
月
下
旬
か
ら

１
月
上
旬
に
就
学
通
知
書
の
送
付
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
学

校
の
日
程
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
当
日
、
就
学
通
知
書
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

︻
小
学
校
︼

・
大
磯
小
学
校

　２
月
１
日
︵
水
︶
10
時
20
分
～

　
大
磯
小
学
校
家
庭
科
室

・
国
府
小
学
校

　２
月
１
日
︵
水
︶
10
時
20
分
～

　
国
府
小
学
校
第
１
家
庭
科
室

　乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
の
集
団
検
診
は
、
２
月
19
日

（
日
）（
国
府
支
所
）
が
最
終
回
と
な

り
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

施
設
検
診
は
２
月
末
で
終
了
し
ま
す
。

　平
成
28
年
５
月
下
旬
に
、乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
対
象
の
方
に
は
郵
送

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

︻
中
学
校
︼

・
大
磯
中
学
校

　
１
月
20
日
︵
金
︶
14
時
30
分
～

　
大
磯
中
学
校
視
聴
覚
室

・
国
府
中
学
校

　
１
月
20
日
︵
金
︶
15
時
～

　
国
府
中
学
校
視
聴
覚
室

︻
幼
稚
園
︼

・
大
磯
幼
稚
園

　
１
月
27
日
︵
金
︶
13
時
30
分
～

　
大
磯
幼
稚
園
２
階
ホ
ー
ル

・
国
府
幼
稚
園

　
１
月
27
日
︵
金
︶
13
時
30
分
～

　
国
府
幼
稚
園
２
階
ホ
ー
ル

・
た
か
と
り
幼
稚
園

　
１
月
27
日
︵
金
︶
13
時
30
分
～

　
た
か
と
り
幼
稚
園
１
階
ホ
ー
ル

問︻
小
・
中
学
校
︼

　学
校
教
育
課

　☎
内
線
３
２
２

︻
幼
稚
園
︼

　子
育
て
支
援
課

　☎
内
線
３
１
７

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
対
象
外
の
方
も
、
年
に
一

度
の
大
腸
が
ん
、
２
年
に
一
度
の
乳

が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

問

　ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　☎
内
線

３
０
８

不
妊・不
育
症
に

お
悩
み
の
方
へ

平
成
29
年
度

町
立
小
・
中
学
校
入
学
説
明
会

町
立
幼
稚
園
入
園
説
明
会

無
料
ク
ー
ポ
ン
検
診
の
お
知
ら
せ
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　町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
事
業
な
ど
を
行
う
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
要
件

　平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
で
町
内
在
住
、
在
勤

の
方
。
町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
参

画
す
る
意
欲
が
あ
り
、
熱
意
を

持
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
方
。

▼
主
な
活
動
行
事

　ユ
ニ
カ
ー
ル
大

会
、
大
磯
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
、

大
磯
一
周
駅
伝
大
会
、
湘
南
国
際

マ
ラ
ソ
ン
、
そ
の
他
自
主
事
業
な

ど
。

▼
採
用
予
定
数

　若
干
名

　１月15日（日）に開催の大磯一周駅伝大会では、
当日コース周辺の混雑が予想されるため、交通安
全にご理解とご協力をお願いします。
　また、運動公園や役場本庁舎駐車場の駐車ス
ペースは数に限りがあります。徒歩や自転車、公
共交通機関をご利用ください。

☆先頭選手到着予定時間☆
【時間】【中継所等】
９：00　スタート（大磯中学校グラウンド）
９：12　第１中継所（福祉センターさざれ石前）
９：26　第２中継所（六所神社前）
９：38　第３中継所（虫窪スポーツ広場前）
９：50　第４中継所（大磯町消防団第９分団前）
９：58　第５中継所（生沢会館前）
10：10　ゴール（運動公園多目的広場）
　※応援される方は、沿道から盛大なご声援や拍
手をよろしくお願いします。

問　スポーツ健康課　☎内線324

▼
計
画
名

・
第
10
次
大
磯
町
交
通
安
全
計
画

（
素
案
）

・
第
２
次
大
磯
町
男
女
共
同
参
画
推

進
プ
ラ
ン
（
素
案
）

▼
募
集
期
間

　～
１
月
25
日
（
水
）

▼
閲
覧
場
所

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
・
国
府
支
所
）、
担
当
課
窓
口
、

生
涯
学
習
館
、
図
書
館
本
館

▼
提
出
方
法

　①
担
当
課
窓
口
へ
持

参
、
②
郵
送
（
提
出
日
当
日
の
消

▼
受
付
期
間

　１
月
４
日
（
水
）
～

27
日
（
金
）

▼
採
用
期
間

　２
年

▼
提
出
書
類

　大
磯
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
健
康
課
窓
口
へ
提
出
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
担
当
課
窓
口

及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。

▼
そ
の
他

　受
付
期
間
終
了
後
、
面

接
日
時
を
連
絡
し
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申

　ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　☎
内

線
３
２
４

印
有
効
）、
③
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
④
Ｅ
メ
ー

ル
※
提
出
に
あ
た
り
、
形
式
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
氏
名
、
住
所
、
連

絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
申

　〒
２
５
５
︱
８
５
５
５

　

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

　大
磯
町
町

民
福
祉
部
町
民
課
宛

☎
内
線
２
３
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
61
）
１

９
９
１

　　

ch
iik

i@
tow

n
.oiso.k

an
ag

aw
a.jp

任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
を
募
集

▼
職
種

　保
健
師

▼
人
員

　若
干
名

▼
業
務
内
容

　地
域
保
健
事
業
に
お

け
る
健
康
相
談
、保
健
指
導
、訪
問

指
導
の
業
務
及
び
一
般
行
政
事
務

▼
受
験
資
格

　

・
保
健
師
の
資
格
を
有
し
、
健
康
相

談
、
保
健
指
導
、
訪
問
指
導
等
の

知
識
経
験
を
有
し
て
い
る
人

︻
勤
務
時
間
︼
週
31
時
間
勤
務
（
土
日

祝
日
の
出
勤
や
時
間
外
勤
務
等
有
）

︻
勤
務
場
所
︼
本
庁
舎
ま
た
は
町
内

の
公
共
施
設

▼
採
用
予
定

　平
成
29
年
３
月
１
日

▼
提
出
書
類

　

採
用
試
験
申
込
書
（
写
真
１
枚
貼

付
）、
小
論
文
（
８
０
０
字
以
上

１
，
２
０
０
字
以
内
）、
保
健
師

免
許
証
の
写
し

▼
申
込
期
間

　平
成
29
年
１
月
５
日

(
木)

～
17
日(

火) 

（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）
８
時
30
分
～
正
午
、

13
時
～
17
時
15
分

▼
申
込
方
法

　本
人
が
直
接
持
参

（
申
込
先

：

町
役
場
３
階
総
務
課
）

▼
選
考

︻
一
次
選
考
︼

　小
論
文
試
験

︻
二
次
選
考
︼

　個
人
面
接
（
一
次

選
考
合
格
者
に
通
知
）

▼
受
験
案
内

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
総
務
課

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

問

　総
務
課

　☎
内
線
２
１
０

    

環
境
課
（
美
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
（
72
）
４
４
３
８

※

枝
に
実
が
付
い
て
い
る

も
の
は
、
取
っ
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問

　
木
の
幹
や
根
は
適
切
な
大
き
さ
に
切
る
こ
と
で
剪
定
枝
と
し
て
集
積
場
所

に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

剪
定
枝
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
！

【
幹
の
出
し
方
】 〜

木
の
幹
や
根
の
出
し
方
〜

太
さ
10
㎝
以
上
の
幹

幹
と
根
を
切
り
分
け
る

【
木
の
根
の
出
し
方
】

規
定
サ
イ
ズ
以
下
に
揃
え
る

（
太
さ
10
㎝×

長
さ
50
㎝
）

ひ
も
等
で
束
ね
て
剪
定
枝

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

土
や
泥
を
落
と
し
、

30
㎝
以
下
に
切
る

　

町
指
定
の
袋
に
入
れ
て

　

可
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　

幹

根

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

大磯一周駅伝大会の開催に伴う
交通安全のお願い



















広
報
お
お
い
そ
　

大
磯

町
役

場
発

行
　政

策
課

編
集

　〒
255-8555　神

奈
川

県
中

郡
大

磯
町

東
小

磯
183番

地
　☎

0463-61-4100　FAX0463-61-1991　http://w
w

w
.tow

n.oiso.kanagaw
a.jp/

町の人口と世帯
12月1日現在

人口 31,508（＋43）男 15,379（＋37）女 16,129（＋6）
世帯 12,410（＋25）　（　）は前月比

2017年
１
月
号

カメラスケッチカメラスケッチ
広報カメラマン撮影

中村　優月くん
平成27年11月20日生

産まれた時は小さくて少し心配しましたが、
元気いっぱい、ニコニコ笑顔でいつも家族
を癒してくれています。

ゆ づき

政策課 ☎内線207

みんなで
 つくろう！
みんなで
 つくろう！

 Vol.

44

●第11回湘南国際マラソン
　　　　　12/4　西湘バイパス(　 上田さん撮影）

●もみじのライトアップ
　　　　　11/25　大磯城山公園(　 高田さん撮影）

●みかん畑と富士山
　　　　　11/13　黒岩(　 杉崎さん撮影）

●エリトリア展
　　　　　12/2　本庁舎１階ロビー(　 政策課撮影）

みかんムース
家の裏にみかんの木がいっぱいあるから選びました。
混ぜるのが大変でした。

小学校２年生の作品
（応募当時）

① 鍋にみかんのしぼり汁、砂糖を入れ、温めながら砂糖を溶かす。
② 固まったＡをレンジで温め、①に混ぜ冷ます。
③ 飾り用に②を大さじ３取っておく。
④ 生クリームを泡だて器で混ぜ、泡立てる。
⑤ ④に②を少しずつ混ぜ合わせる。
⑥ カップに⑤を入れて冷蔵庫で冷やす。
⑦ 固まったら③を上に乗せて、また冷やしたらできあがり。

※小・中学生によるOisoレシピ集は町のホームページからダウンロードできます。
 また、保健センターでも配布しています。

（10人分）材 料

作 り 方

スポーツ健康課 ☎内線319

みかんしぼり汁 300cc
 （みかん 11 個分）
ゼラチン 10ｇ
水 大さじ６
砂糖 40ｇ
生クリーム 200cc

公彦さん、由美子さんの長男

混ぜて
おくＡ

18


